




要約:乳幼児突然死症候群（SIDS)のスクリーニングを目的として気道閉塞試験を行ってき

た。その結果,apparent life threatening events(ALTE)をおこした例では%prolongation

が標準値に比べ低値をとる例が多いことが確認された。ALTE をおこした 11 例中 9 例

で%prolongation が標準曲線に比べ低値をとっ。また%prolongation が低値をとった例で

も生後 6 ヵ月前後で再検査を施行すると%prolongation が低値をとっていた例でも標準曲

線近くまで上昇していた。これらの結果より,%prolongation を調べることにより,SIDS ハ

イリスクグループのスクリーニング,および危険性の高い時期の判定を行い得る可能性が

示された.


